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社会貢献活動

小学生を対象とした施設見学と体験講座を開催
～美浦研究所
美浦研究所は、土木の日（11月18日）の行事とし
て、「来て、見て、体験！」をコンセプトに茨城県美浦
村の小学生を対象とした体験学習イベントを開催し
ました。当社職員が講師を務め、子どもたちと一緒に
セメント素材の人形や建物の耐震性を紙工作で体験
できる「紙ぶるる」の作成などを行いました。人形づく
りでは参加した子どもたちから歓声があがりました。
またコンクリートについてもっと知りたいとの声も
あがったことから、当研究所や建設業が果たす社会的
役割を地域の方々に理解していただくという当イベ
ントの目的を達成できたと考えています。今後も建設
技術への興味・関心を持ってもらえるような講座を積
極的に開催していくことで、建設業の魅力を次世代に
伝えていきます。

学生向け現場見学会・意見交換会に協力～北陸支店
北陸支店は、国土交通省北陸地方整備局が主催する
地元大学生を対象とした現場見学会と意見交換会に協
力し、建設業の重要性の啓蒙に努めました。当社の施
工現場では、鋼管矢板の打設中であり、普段見ること
のできない海の現場の迫力を実感してもらいました。
また、意見交換会では若手職員から海上工事の醍醐味
ややりがいを聞くことで、建設業をより身近に感じて
もらうことができました。参加した学生からは、今後
の就職活動に役立てることができたとの声が多く、海
上土木工事への理解を深めてもらうことができたと考
えています。今後も、現場見学会などを通じて建設業
をPRし、次世代の担い手確保に努めていきます。

インターンシップ生の積極的な受け入れ～全国各地
当社は、現在学んでいることが実際の仕事にどのよ

うに役立つか、また建設会社の仕事とはどのようなこ
とをしているかを学生に理解していただくため、全国
でインターンシップ生を積極的に受け入れています。
2017年度は京都大学、神戸大学などの学生が当社の
施工現場などで実際の建設業の仕事を体験しました。
また、当社は日本のみならず海外でのインターンシッ
プ生の受け入れも行っており、カンボジアの現場では
海外でのプロジェクトマネージメント全般や、ODA
（政府開発援助）について学びました。この経験が今後
の学業に活かされることを期待するとともに、建設会
社で働くことの面白さややりがいを教えることができ
たのではと考えています。

天然鮎増殖事業への参加～大阪本店
　大阪本店は、紀ノ川漁業協同組合が主催する天然鮎
増殖事業に賛同し、自然産卵、孵化を推進させるため
の親鮎放流作業に参加しました。和歌山県は、良質な
鮎が釣れることでも有名であり、当社も微力ながら天
然鮎増殖に貢献することができました。

次世代への教育

コンクリートの実験に興味津々

現場見学会の様子

海外でのインターンシップ

社会
Society

地域との共生
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社会貢献活動
花火大会イベントで地域住民との交流・
工事内容をPR ～中国支店
　中国支店は、島根県隠岐島の西郷港で開催された花
火大会イベント「LIGHT UP OKI」の運営に協力し、地
域住民との交流を図りました。このイベントに合わ
せ、当社は隠岐島の沖合で行っている魚礁据付工事の
概要を記載したうちわを製作し、イベント来訪者に配
布しました。水産資源の回復を目的とする当該事業を
地元の方々にPRすることで、事業の重要性についてご
理解いただけたと考えています。

小学校でアマモ場造成体験授業を開催～九州支店
　当社は毎年、福岡市港湾局と合同で福岡市東区の奈
多小学校でのアマモ場造成体験授業を開催していま
す。この活動は2011年10月より開始し、2017年度は
6月、10月、11月の全3回にわたり博多湾和白干潟海
域で魚介類の産卵場所や生息地となるアマモ場再生に
取り組みました。体験授業では、アマモポットでのア
マモ育成や全長5mのアマモシートの作成を通して、
アマモ場と海の環境との関わりについて学びました。
今後も地元の小学生にアマモ場の重要性を学ぶ場を提
供し、地元海域環境への興味を深めてもらえるように
していきたいと考えています。

障がい者や高齢者雇用を促進する活動
「エコキャップ運動」を実施～大阪本店
　大阪本店では、2011年よりNPO法人エコキャップ
推進協会主催のエコキャップ運動に取り組んでいま
す。エコキャップ運動はCO２の削減や売却益で発展途
上国の医療を支援することに加えて、リサイクルの過
程で障がい者・高齢者雇用を促進する活動です。2017
年度は個数6,450個、重さで換算すると15㎏のキャッ
プ収集をし、CO２の発生量を約47㎏削減しました。小
さなことではありますが、その積み重ねが環境問題や
雇用創出改善につながると考え、これからも活動を続
けていくことにしています。

国内初！大型ポンプ浚渫船のエンジンを
環境対応型に換装～本社・機械部
　当社は、2016年3月から2018年3月にかけて大型
ポンプ浚渫船「筑波丸」のエンジンを、最新の環境対応
型に換装しました。新しいエンジンはIMO 2次規制※

をクリアしており、圧縮比、バルブタイミング、高圧
力過給機、燃料噴射時期などを最適化したもので、排
出ガスに含まれるNOx（窒素酸化物）が大幅に削減さ
れています。また、従来に比べて燃料消費率が減り、
軽量、小型となっているため、地球環境負荷の低減に
貢献できると期待しています。
※IMO 2次規制：IMO（国際海事機関）が定めたディーゼルエン
ジンのNOx排出量で国際規格にもなっている。

環境への貢献

工事概要が書か
れたパネルを見
てくださる人も

ダンボールいっぱい
に集まったキャップ

大型ポンプ浚渫船「筑波丸」

アマモシートを
作成する子どもたち

最新型エンジン
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コーポレート・ガバナンスの充実

　当社は、ガバナンス体制とリスクマネジメント力の
より一層の強化を経営の最重要課題のひとつと位置づ
け、経営環境の変化に迅速に対応する最適な経営体制
の構築に取り組んでいます。コーポレート・ガバナン
スを充実させ、経営の効率性・透明性を確保すること
が企業価値を高め、株主をはじめとするステークホル
ダーや社会全般から信頼される企業として存続する基
盤になると考えています。

　当社では、2015年11月に「コーポレートガバナン
ス・ガイドライン」を策定しました。経営理念の実現を
通じて、持続的な成長と中長期的な企業価値を高め、
ひいては株主の皆様をはじめとするステークホルダー
共同の利益に資するためのコーポレート・ガバナンス
に関する指針を定めたものです。
　このガイドラインは株主の権利・平等性の確保、ス
テークホルダーの皆様との適切な関係、取締役会の有
効性などを柱に全６項目から構成され、当社ＨＰで公
開しています。

　当社は監査役会設置会社として、株主総会、取締役
および取締役会、監査役および監査役会、会計監査人
の各機関のほか、総合監査部を置いています。当社の
経営に係る重要事項については毎月１回開催する取締
役会ならびに必要に応じて開催される臨時取締役会に
おいて審議、決定され、各取締役による業務執行の監
督を行っています。この取締役会は社外取締役２名を
含む全取締役と社外監査役３名を含む全監査役によっ
て構成されています。
　また、経営環境の変化に迅速に対応し、業務運営の効
率化を図るため、取締役会のほかに業務執行の方針を
協議決定する経営方針会議を毎月２回開催しています。

　当社の取締役候補者は、経営の意思決定に必要であ
る広範な知見を備え、経営の監督機能発揮に必要な出
身分野、出身業務における実績を有することなどに基
づき指名することにしています。また、取締役のうち２
名以上を独立社外取締役とすることを基本方針として
います。
　候補者は、社外取締役を含む「役員指名・報酬委員会」
において、上記方針に基づき協議を行ったうえで取締
役会において決定します。

株　主　総　会

本社各部門・地域事業部門・グループ会社

代表取締役社長

執行役員（業務の執行）

経営方針会議（業務執行の方針決定）

総合監査部

会計監査人

弁護士

監査役／監査役会
監査 監査

報告

報告

報告

報告

通報

連携

選任／
解任

選任／解任

選任／解任 報告／協議

付議／報告

付議／報告

付議／報告／
執行

対応協議
（リスク発生時）

選任／
解任

選任／
解任

監
査

監
査

報
告

報
告 C

S
R
活
動
推
進

教
育
／
啓
蒙

報
告
／
協
議

付
議
／
報
告

プロジェクト審査委員会
法務部

CSR 委員会

選任・再任の決定／会計監査相当性の判断

報告

報告

通
報
／
調
査
／

保
護

取締役／取締役会

リスクマネジメント委員会

付議／審査

基本的な考え方

東洋建設 
コーポレート・ガバナンス･ガイドライン

東洋建設 コーポレート・ガバナンス･ガイドライン
http://www.toyo-const.co.jp/company/governance

WEB
クリック

コーポレート・ガバナンス体制の概要

取締役候補者指名の方針と手続き

（2018年 7月１日現在）コーポレート・ガバナンス体制図

コーポレート・ガバナンス
Corporate Governance
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コーポレート・ガバナンスの充実

　当社は、東京証券取引所が定める社外役員の独立性基
準を踏まえ、すべての社外取締役および社外監査役の独
立性を担保するための基準を明らかにすることを目的と
して、当社独自の独立性の判断基準を取締役会にて機関
決定しています。なお、当社は、社外取締役および社外監
査役の全員を一般株主と利益相反が生ずるおそれのな
い「独立役員」として東京証券取引所に届け出ています。

役職 氏名
取締役会

（25回開催）
監査役会

（18回開催）
出席回数 出席率 出席回数 出席率

取締役 川崎 登志嗣 25回 100% ー ー

取締役 福田 善夫 25回 100% ー ー

常勤監査役 丁子谷 淳 25回 100% 18回 100%

常勤監査役　 酒井 雅士 25回 100% 18回 100%

常勤監査役 牧瀬 充典 25回 100% 18回 100%

　当社は、2016年度より当社取締役および執行役員
（社外取締役を除く）へのインセンティブプランとし
て、業績連動型株式報酬制度を導入しました。
　本制度は、当社の中長期的な業績の向上と企業価値
増大への貢献意識をこれまで以上に高めることを目的
としており、会社業績との連動性が高く、かつ透明性お
よび客観性の高い報酬制度となっています。具体的に
は、役員報酬BIP（Board Incentive Plan）信託と称
する信託を設定し、あらかじめ役員報酬BIP信託によ
り取得した当社株式を中長期の業績達成度に応じて取
締役等に交付します。
　この報酬制度の導入により、取締役等の報酬は、基本報
酬、短期業績に連動する業績報酬および中長期業績に連
動する株式報酬の三つから構成されることになりました。

社外取締役および社外監査役候補者を対象とし、次の1から10の
いずれにも該当しないものをもって「独立社外役員」と判断する。

1 現在または過去において、当社およびグループ各社の業務執
行者であった者

2 当社株式の総議決数の10%以上の議決権を保有する株主およ
びその業務執行者

3 当社およびグループ各社が総議決権数の10%以上の議決権を
直接または間接的に保有する会社の業務執行者

4
過去3事業年度のいずれかにおいて、当社グループおよび候補
者の所属する会社双方いずれかの連結売上高2%以上を占める
取引先の業務執行者

5 直近の事業報告において、主要な借入先である金融機関の業
務執行者

6 上記2から5について、過去3年間において該当していた者

7 当社の会計監査人である監査法人に属する者

8
当社およびグループ会社から、過去3年間の平均において500
万円以上の報酬を受領している弁護士、会計士、コンサルタン
ト等の専門家（報酬を得ている者が法人等である場合には、こ
れに所属する者）

9 当社およびグループ各社から、過去3年間の平均において
1,000万円以上の寄付を受けた大学や団体等に所属する者

10 上記1から9に該当する者の配偶者または二親等以内の親族

東洋建設　社外役員独立基準

当社独自の社外役員独立性基準

社外役員の活動状況

中長期業績に連動する株式報酬制度

取締役の報酬額

区分 人員（名） 報酬等の額（百万円）

取締役 10 260

（うち社外取締役） （2） （21）

監査役 4 48

（うち社外監査役） （3） （33）

合計 14 308

（うち社外役員） （5） （54）

上記のほか、2016年6月29日開催の第94回定時株主総会決議に基づ
いて、取締役（社外取締役を除く）に対する業績連動型株式報酬費用15
百万円を計上しております。

※ 	当社のコーポレート・ガバナンス情報については、以下の報
告書で詳しく記載しています。

コーポレート・ガバナンス報告書
http://www.toyo-const.co.jp/wp/wp-content/
uploads/2018/06/corp_gov_20180628.pdf

WEB
クリック
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リスクマネジメント

　当社は、会社の持続的成長とコンプライアンスの徹底
を図るため、本社に「リスクマネジメント委員会」を設置
しています。同委員会は社長を委員長とし、リスクマネジ
メント活動状況を定期的に取締役会へ報告するほか、経
営リスク防止策の検討・提言、コンプライアンス方針の
策定・改定などリスクマネジメント活動に関する検討や
方針の策定などを行っています。

　当社は、コンプライアンス遵守を基本に、会社の持続
的発展を阻害する要因の排除または低減させることを
リスクマネジメントと位置づけています。
　経営を取り巻くリスクに対し、本社に設置する「リスク
マネジメント委員会」を中心として様々な活動に取り組
んでいます。

リスク項目管理表
　リスク項目管理表は、会社を取り巻く様々なリスク
を体系的に分類し、各々のリスクの発現する頻度や重
要度、会社に与える影響度を示し役職員全員がいつで
も活用できるよう社内のポータルサイトに掲示して
います。このリスク項目管理表は、リスク発現時の対
応方法や日常業務におけるリスク発現の防止策につ
いても記載しており、会社のリスク低減に貢献してい
ます。また、社内外で発生した新たなリスクはこのリ
スク項目管理表に積極的に取り込み、常にリスクに対
して防止と対応ができるよう管理しています。

リスク事例集
　リスク事例集は、過去に社内で起きたトラブルや問
題となりそうになったリスクの事例を全社的に収集
し、同様の問題が起きないよう全社で共有してリスク
低減に役立てています。この事例集には、実際に対応し
た内容や反省点も盛り込んでおり、より実践的で使い
やすいものとなっています。
　毎年視点を変えて様々な角度から事例を収集し、充
実度を上げていきたいと考えています。

　リスクへの取り組みは資料やデータ収集に留まら
ず、法務部が本社の各部門、支店や営業所、作業所を巡
回して、各種資料の現認やヒアリングにより会社全体
に影響するリスクが存在しないかを確認しています。
リスクが発見された場合リスクマネジメント委員会に
報告し、全社的対応がとれる体制となっています。モニ
タリング時には併せてコンプライアンス調査も行い、
コンプライアンス遵守状況のチェックならびに指導、
教育も行っています。

報告

社長
経営管理本部長

取
締
役
会

社長

リスクマネジメント委員会

リスクマネジメント委員会事務局

支店リスクマネジメント委員会

委 員 長
副 委 員 長
委 員
顧 問
オブザーバー

:
:

支店長・本店長委 員 長
委 員

:
報
告
・

協
議

提
言

経営管理本部法務部長

リスクマネジメント推進委員

顧問弁護士

経営管理本部長

支
援
・
補
佐
・

連
絡
・
協
議

連
絡
・
協
議

連絡・協議

本社各部門の長

相
談
・
協
議
・
報
告

提
言

命
令
・
勧
告
・

指
示
・
教
育
・

啓
発
・
助
言

命
令
・
勧
告
・

指
示
・
教
育
・

啓
発
・
助
言

支店総務部長

リスクマネジメント委員会

リスクマネジメント体制

コーポレート・ガバナンス
Corporate Governance

リスクマネジメント

リスク項目管理表･リスク事例集 リスクモニタリング

リスクモニタリング開催実績

対象 2015年 2016年 2017年

本社 4回 ー 2回

支店 3回 3回 6回

営業所 6回 8回 10回

作業所 10回 5回 19回

関係会社 7回 8回 9回

計 30回 24回 46回
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　当社は、階層別研修等を利用してのコンプライアンス
研修の実施やコンプライアンス推進強化月間の設定、毎
年役員クラスを対象とした研修を実施するなど、全役職
員に意識の高揚と啓発を図っています。
　また、教育面ではグループ全体を対象にコンプライア
ンスに関するe-ラーニングを実施し、役職員の意識と知
識の向上に努めています。2017年度の学習実施率は
99.1％と高い取り組み結果となっています。

　当社は、刑法・独占禁止法などに違反する行為の禁
止およびダンピング受注の排除に取り組み、公正かつ
自由な競争を推進しています。具体的にはイントラ
ネットでの役職員の行動予定・実績の管理、同業他社と
の接触の事前承認、営業を管掌または職掌とする役職員
へのコンプライアンス研修の実施、コンプライアンスに
関する定期的な調査など透明性確保に取り組んでお
り、公正な取引を推進しています。

　株主、投資家、お客様などすべてのステークホルダー
に対して積極的な情報開示に努めています。
　ホームページ上に技術開発や大型工事受注をお知ら
せするニュースリリースを掲載するほか、決算短信（英
語版ホームページには決算短信ハイライト情報を英文
で掲載）や有価証券報告書、FACT BOOK、中期経営計
画、決算説明会資料など当社の経営状況を容易に把握
できる資料を開示しています。
　また、当社は、アナリストなどを対象とした決算説明
会（年２回）や現場見学会を開催しているほか、機関投
資家・アナリストとの個別面談も積極的に行っていま
す。面談時に頂戴したご意見は経営者に伝達しており、
当社の中・長期的な経営方針等の策定に際して参考と
しています。

投資家との対話

コンプライアンス

　当社は、法令遵守とステークホルダーの信頼確保を
コンプライアンス基本方針としています。国内外の法
令の遵守は事業活動の基本である事は無論のこと、社
会常識や道徳に照らしてもステークホルダーの信用や
信頼に応えられる企業活動を行うことが、役職員の責
務であると考えています。

　当社では、グループ会社を含め法令違反や不正行為
等を知った役職員から、通報を受け付ける社内窓口お
よび社外の弁護士受付窓口を設置しています。内部通
報制度は、公正で透明性の高い企業文化を育み、企業と
しての自浄作用を健全に発揮するための重要な方策の
ひとつと位置づけ、実効性向上に努めています。継続的
な周知活動と制度の充実を推進するとともに、通報者
の保護や不利益な扱いを社内制度で禁じています。

　当社は、「経営理念」「行動規範」のもと、具体的に業
務遂行上対応を求められることとして「行動指針」を定
めており、イントラネットで社内公開しています。ま
た、このマニュアルを年 1回全職員が通読し、コンプラ
イアンスの行動確認と意識の定着に努めています。ま
た、自分の行動が法令などに違反しないか常に振り返
ることができるように、コンプライアンスセルフチェック
カードを役職員全員に配布し、携行させています。

2015年 2016年 2017年
新入社員
※キャリア採用含む

参加（人） 55 47 60
回数（回） 4 2 2

階層別
参加（人） 150 146 131
回数（回） 6 6 6

経営者層
※役員、支店長、本社部長他

参加（人） 63 15 48
回数（回） 1 1 1

営業担当者
参加（人） 41 62 52
回数（回） 2 2 2

国際支店
参加（人） ー 21 32
回数（回） ー 1 1

コンプライアンス研修開催実績

コンプライアンスの啓蒙と教育

コンプライアンスマニュアル

公正な取引の推進

適切な情報開示と対話の充実

コンプライアンスの基本方針

コンプライアンス調査実績
対象 2015年 2016年 2017年
本社 2回 ー 2回
支店 2回 2回 6回

営業所 6回 7回 9回
計 10回 9回 17回

内部通報制度
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